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〈編集後記〉
研究室 には新 メソバーを加えて、フ レッシュな気分で新年度 をスター トさせたことと思います。「低
温 セソターだ より」 は1973年に1月 に創刊 され、以後26年間、低温センターの広報誌 として季刊発行 さ
れて きました。1600部の印刷部数中、約2/3が学内に配布され、残 りは文部省 をは じめ主要大学の理系
教室、低温セ ンター、物性研究者、企業、中国や英国の研究所、図書館にまで外部発送 されています。
阪大オ リジナルとい う基本方針に こだわ り、低温研究のみならず医学や生物学 に至 るまでの幅広い分野
情報や特殊技術などを掲載 し、本誌の恩恵にあずか った方 も少 な くないと思います。拡大 し続ける情報
化社会の中にあって、独 自の地位 を築いて きた本誌ですが、伝統を踏襲 しつつさらに発展 させ ようと編
集委員会では議論が繰 り返 されています。世代が変わって元気 がな くなった、と言われぬ よう編集委員
一同努力 してまい りますので、今後 とも 「低温 センターだより」を ご愛読いただ くよう宜 しくお願 いい
た します。
さて、 ここ数年の本学 に於ける低温研究の発展はめざま しいものがあ り、低温 センターから供給 され
る液体ヘ リウムの消費量 は日本でも1、2を 争 うほどです。寒剤製造 と供給 は低温センター職員が行 っ
ていますが、供給量の急激な増加 などに伴い深刻な人手不足に悩まされています。現在、現存の職員で
最:大限の努力を しており ますが、研究支援組織である低温セ ンターを維持、発展 させるための根本的解
決にはやはりユーザーのサポー トが必要で、関係各位の ご協力をお願いする次第であ ります。
(竹 内 徹 也)
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表紙説明:環 境 インピーダンス制御型単電子 トラ ソジスタの模式図 と伝導特性の測定結果。究極のデバ
イスとして期待 されている単電子 トランジスタはクー ロンプロッケー ド現 象がその動作原理
となっているが、 この現象は環境 イソピー ダンスの影響を強 く受ける。そ こで、それを利用
して単電子 トランジスタの特性を制御 させることを試みた。(本文p.6参照)
